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１．はじめに

　関西国際空港２期空港島用地造成工事では545ha の埋立造成が計画されている。平成13年11月現在、埋立

区域全体で平均75隻/日の土運船による直投を実施し、投入土量は平均23万m3/日に達している。マルチビー

ム測深システムを利用した日々の深浅測量も広範囲に実施しており、複数の測量船を運用して埋立層厚を管

理する観点から、測量精度の整合性確保は施工管理上重要な課題の一つである。当埋立工事においては、従

来、共通の測線や測点を定期的に測量することで測深システムの精度や整合性を確認しているが、今回、共

通平面測量を実施して面的な測量精度について検証した。この報告では、共通平面測量結果からマルチビー

ム測深システムの深浅測量精度について述べる。

２．マルチビーム測深システム

　マルチビームによる測深システム構成を図－

１に示す。RTK-GPSとモーションセンサーを組合

せることで、高精度の位置測定や船体の動揺補

正を行い、測量精度の向上を図っている1)。当工

事では６隻の測量船で層厚を管理している。深

浅測量での誤差要因には、各センサーの精度や

時間遅れの影響の他、システムの艤装方法を含

む測量船の影響が考えられることから、表－１

に示すような同形船を使用している。

３．精度検証測量

　検証測量の概要を図－２に示す。平均水深-

14m、200m×200mの矩形範囲を、測線間隔や測深

方向等を統一して実施した。測量は３日間に分

けて実施したが、いずれも有義波高30～44cmの

海象条件であった。入射補角の影響で端部ビー

ムの精度が劣化するため、全指向角90度から両

端部各々10％を除いた指向角72度のビームから

得られるデータを計測値とした。計測データよ

り1mメッシュデータ(40,401データ/１隻)を作

成し、測深値の比較を行った。

４．測量結果

図－３に測量結果の一例を示す。マルチビー

ムを用いることで、面的な地盤形状把握が可能

であり、土運船の直投によって形成される海底

面の凹凸位置、高低差を容易に捉えられる。測
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図－１　マルチビーム測深システム
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表－１　稼動測量船
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測線間隔 10m
測深方向 和歌山⇔大阪
測深速度 4ノット以下

歌山 大阪→

２期空港島

測量船Ｂ 測量船Ｃ 測量船Ｄ 測量船Ｅ 測量船Ｆ
12.80 14.10 15.74 14.00 19.60
4.50 4.80 4.18 4.10 4.50
1.70 2.02 1.78 1.70 1.80
18.00 19.00 18.00 19.50 19.00
650ps 800ps 740ps 370ps 1000ps
図－２　測量概要
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量精度を評価する場合、

真値との“相対差”に

よって評価することが

一般的であるが、ここ

では、埋立途上で、水

深値の真値が明確でな

いことから、各測量船

から得られた測深値の

平均値を代表値として

相対比較を行った。６

隻の測量船から得られた測深結果の同一座標で

の平均値と各測量船の測深値との単純差分の分

布を図－４に示す。各測量船とも、平均値に対

して±10cm以内に90％以上のデータが分布して

おり、各測量船の差分平均値や標準偏差も測深

ソナーの分解能5cmと同等であることから、海上

での深浅測量システムとしては十分な精度と測

量船間の整合性が確保できていると判断できる。

埋立前後の深浅値の差分で埋立層厚を評価する

場合、数10cm程度の誤差

を含む可能性があるが、

10m以上の全層厚に対し

ては数％の差であり、層

厚管理上の精度も満足

されていると考えられ

る。測量差分値のバラツ

キを図－５に、バラツキ

が目立つ箇所を図－３

に示す。概ね10cm以内の

差であるが、水深変化が

大きい急傾斜部でバラ

ツク傾向を示している。図－６に水深断面図の一例を示す。ほ

の測深結果は良く一致しており、各システムの整合性・再現性

すような結果が得られる。傾斜部の測深ではビーム照射による

の均一性が損なわれることが主要因と考えられ、より精度を向

５．まとめ

　マルチビーム測深システムによる測深データを相対比較した

テムの整合性が確保されていることが確認できた。この結果は

を評価したものであり、今後、同様の施工管理を行う際の参考

２期空港島埋立工区（大林JV､西松JV､五洋JV）の共同で実施し
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平均 標準偏差
測量船Ａ -0.024 0.037
測量船Ｂ -0.046 0.034
測量船Ｃ -0.012 0.062
測量船Ｄ 0.013 0.066
測量船Ｅ 0.042 0.035
測量船Ｆ 0.027 0.037
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図－６　断面比較
図－３　水深コンター（測量船Ａ）
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